
  

スマートフォンの所持や、インターネットの普及、学校への学習用端末の導入等に

より ICT 利用頻度が高まる中で、子どもたちに情報モラルを身につけさせるととも

に、インターネットに潜む危険性や適切な活用方法を学ばせるために、５月１５日

（水）、全校生を対象に「インターネットトラブル防止講座」を開催しました。 

スマホや SNSのトラブルから身を守るために知っておきたいネットのリスクにつ

いてご講演いただきましたが、最近流行っているアプリを取り上げてリスク等の説明

があった際、講演を聞いている生徒たちの反応を見ていると、大人が使ったことがな

いようなアプリを知っている生徒も多いという現状がうかがえます。 

今回の講座では、ＬＩＮＥ等で書き込んだ内容は消去しても復元されることや、犯

罪と知らずにＳＮＳを誤って使用し、侮辱罪や撮影罪等の罪に問われてしまうケー

ス、アプリの位置情報や投稿した画像などから犯罪に巻き込まれてしまうケース、Ｘ

などのアプリの情報は正しい情報だけではないことなど、危険性について実例を交え

ながら説明がありました。 

最後には、見られて困るような内容は絶対に投稿しないこと、顔を見たことのない

ネット相手を信用してはいけないこと、生活の中でのトラブルや悩みは早めに先生に

相談することの３つの話がありました。 

講演後には代表生徒から「アプリやゲームの便利さの裏にある危険性を知りまし

た。この内容を家族にも伝えたいと思います。」とお礼の言葉がありました。 

子どもが投稿した画像から、数百万円の高額の損害賠償が発生したという実例もあ

ります。保護者のみなさまは、普段から子どものスマホ等の使用状況にも気をつけて

いただき、トラブルや犯罪に巻き込まれることのないよう、よろしくお願いします。 

 


